
静岡県の地震・津波防災の取組

静岡県交通基盤部

部長 長島 郁夫

地震・津波災害に強いまちづくり検討委員会

静岡県の概要

【人 口】3,765,007人（Ｈ22国勢調査）

【面 積】725,538ha

【海 抜】0ｍ～3,776ｍ

【概 要】
・本県は、本州中部の太平洋岸に位置し、東西約155 
㎞、南北約118㎞に及び、山地は富士山（3,776ｍ）、
南アルプスを有し、海岸線は、約505.6㎞の長さがあり、

伊豆半島はリアス式海岸、駿河湾は穏やかな海岸線、御
前崎から西は海岸砂丘が続く、変化に富んだ地形をなし
ている。

本県経済は「日本経済の縮図」とも言われ、輸出型産業
が多い構造となっているが、農林漁業も盛んであり、特に
海面漁業、内水面養殖業、水産品の加工・流通業と多様な
水産業は全国有数である。また、日本一の旅館数を有する
全国有数の観光県でもある。

静岡県の概要 【静岡県】
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都市の現状 【静岡県】

都市の現状 【静岡県】

海抜10ｍ以下のエリア
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第３次地震被害想定 静岡県内の津波高 【静岡県】
（平成１３年５月）

第３次地震被害想定 津波の推定浸水域図（詳細例） 【静岡県】

沼津市

浜松市・湖西市
（浜名湖周辺）

・第３次地震被害想定における津波による避難対象地区内人口
（県合計）昼・・・・375,212人
（県合計）夜・・・・349,984人

焼津市（旧大井
川町）・吉田町
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静岡県地震対策アクションプログラム2006

被害想定と減災目標
【静岡県】

第３次地震被害想定第３次地震被害想定

５５,,８５１人８５１人 ２２,,９５４人９５４人５０％減

平成１３年度公表平成１３年度公表

平成２７年度末平成２７年度末

（（△△２２,,８９７人）８９７人）

予知なし、冬５時の場合予知なし、冬５時の場合

アクションプログラム
２００１

及び

の実施により

アクションプログラム
２００６

• 東海地震で想定される死者数の半減

１３０人その他

５,８５１人合 計

１１７人火災

５５５人山・崖崩れ

２２７人津波

４,８２２人
建物倒壊・
家具等の転倒

△４１人８９人その他

△２,８９７人

△６１人

△６４人

△１５０人

△２,５８１人

２,９５４人合 計

５６人火災

４９１人山・崖崩れ

７７人津波

２,２４１人
建物倒壊・
家具等の転倒

静岡県地震対策アクションプログラム2006

地震対策
【静岡県】

壁の補強／すじかい 接合金物／プレートタイプ 基礎の補強

接合金物／ボックスタイプ
すじかい

鉄筋コンクリートで
補 強

住宅の耐震化の促進
（127万戸）

H１７：７３％

→ Ｈ２７：９０％

H１７：２２％

→ Ｈ２７：１００％
・・ 橋脚の補強（巻き立て）橋脚の補強（巻き立て）

・・ 落橋防止システムの設置落橋防止システムの設置

緊急輸送路の
橋梁耐震化（113橋梁）
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静岡県地震対策アクションプログラム2006

津波対策
【静岡県】

熱
海
市

伊東市

浜松市
磐田市

掛川市

牧之原市

御前崎市

伊豆市

沼津市

東伊豆町
西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

河津町

静岡市

焼
津
市

吉
田
町

袋井市湖西市

富士市

浜名湖

御前崎港

焼津漁港

清水港

馬込川

勝間田川

殿田川
下田港

沼津港

整 備 完 了

港湾・漁港・河川実施中

漁港・河川未着手

対策不要区間

整備状況凡例

弁財天川

静
岡
市

整備例
びゅうお（沼津市内）

H１７：８２％

→ Ｈ２７：９６％

港湾海岸保全施設（堤防、護岸、胸壁、水門等）
の整備（５７ｋｍ）

８９．４%２５０ｋｍ２８０ｋｍ５０６ｋｍ

整備率整備済延長（H22末）対策必要延長海岸延長

新野川

筬川

東日本大震災後の津波対策 【静岡県】

東日本大震災による津波被害の状況等を踏まえ、想定される東海地震に対する津波対策
について、ソフト、ハードの両面に亘り、緊急かつ総合的に総点検を行い、県として必要
な対策を講じるため、平成23年4月15日に「静岡県津波対策検討会議」を設置

検討結果から必要な対策を、 と に整理短期対策 中長期対策

・南海トラフの巨大地震の評価等を踏まえ新たに
「第４次地震被害想定」を策定（H25.6月予定）

・施設整備における国の新たな技術指針等に基づ
く整備方針の見直し

・ソフト、ハード対策を連携させた「津波に強い
まちづくり」の検討、実施

・緊急性が高いもの、すぐにでも取り掛かれるもの
は即実行

・第３次地震被害想定への対策の早期完了を目指す

『ふじのくに津波対策アクションプログラム
（中長期対策編）』を策定予定

効果的事業の形成、予算措置

『ふじのくに津波対策アクションプログラム
（短期対策編）』を策定（H23.9月）

★津波対策に特化したアクションプログラム
として、これまでの地震対策ＡＰ2006の
津波対策８アクションを見直し、ソフト・
ハード対策として、新たに26アクションを
設定

具体的な行動計画
（数値目標、達成時期を明示）

ふじのくに津波対策アクションプログラム
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ふじのくに津波対策アクションプログラム 【静岡県】

短期対策編のアクション例

避難ビルの確保 （イメージ）

（イメージ）
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「静岡県第４次地震被害想定」策定スケジュール 【静岡県】

平
成
２
５
年

平
成
２
４
年

国県

南海トラフの巨大地震による最大クラスの
地震動・津波高等推計値の公表（H24.3.31）

第４次地震被害想定策定会議発足（H24.2.15）

地盤データの高精度化

地震動・津波高等の公表（８月頃予定）

直接的被害の被害想定 推計値 公表（６月頃予定）

国土交通大臣報告
→ 社会資本整備審議会（必要に応じて勧告）

（浸水域を報告）

経済的被害の被害想定 推計値 公表（秋頃予定）

対策の骨子等 公表（１２月末頃予定）

人的・物的被害の想定結果 公表（３月頃予定）

第４次地震被害想定 公表（６月頃予定）
新地震対策アクションプログラム 公表

対策のとりまとめ 公表（３月末頃予定）

対策大綱
活動要領等の検討（平成２５年以降）連携


